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旧
本
庁
舎
の
あ
り
方　答

申
を
踏
ま
え
た

　
　
責
任
あ
る
判
断

公
共
施
設
と
し
て
の

　

利
用
と
財
政
負
担



 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

７
割
以
上
が
保
存
に
反
対

　
平
成
29
年
度
、
新
庁
舎
の
建
設

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
市

民
１
０
０
０
人
に
対
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
問
１
か
ら
問
11
の
設
問

の
う
ち
、
問
10
は
「
現
庁
舎
（
旧

本
庁
舎
）
の
保
存
」
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
本
庁
舎
保
存
に
反

対
・
お
お
む
ね
反
対
が
72
・
9
％
、

現
庁
舎
保
存
に
賛
成
・
お
お
む
ね

賛
成
が
６・１
％
の
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

 

民
間
か
ら
の
提
案

具
体
的
な
利
活
用
方
策
な
し

　
旧
本
庁
舎
の
使
途
や
そ
の
運
営

お
よ
び
維
持
管
理
の
計
画
、
耐
震

改
修
費
用
の
財
源
措
置
等
が
明
確

化
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
事
業
者
か

ら
の
提
案
で
あ
れ
ば
有
益
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
全
国
の
類
似
事
例

を
調
査
す
る
と
、
施
設
の
維
持
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
事
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
事
業
者
か
ら

の
具
体
的
な
利
活
用
方
策
の
提
案

は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

望
楼
（
火
の
見
や
ぐ
ら
）

平
成
７
年
か
ら
使
用
中
止

　

望
楼
は
耐
震
性
が
極
め
て
低

く
、
26
年
前
か
ら
使
用
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

文
化
財
の
指
定

７
年
程
度
の
時
間
が
必
要

　
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
た

め
に
は
、
建
築
物
の
利
活
用
や
維

持
管
理
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
手

続
き
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
市

ま
た
は
県
の
文
化
財
指
定
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
国
か
ら
指
定
を
受
け
る
ま
で
に

は
、
７
年
程
度
を
要
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

 

積
極
的
な
情
報
開
示

１
０
０
回
以
上
の
説
明
会

　
新
庁
舎
の
建
設
や
旧
庁
舎
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
公
共
的
団
体
へ
の
説

明
会
を
合
計
１
０
０
回
以
上
開
催

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
開

示
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
へ

の
掲
載
も
、
合
計
60
回
に
わ
た
り

ま
す
。

 

方
針
決
定
の
時
期

早
急
に
決
定 

議
会
へ
上
程

　
羽
島
市
旧
庁
舎
あ
り
方
検
討
委

員
会
か
ら
の
答
申
や
他
自
治
体
に

お
け
る
類
似
事
例
の
状
況
、
市
政

の
今
後
の
見
通
し
な
ど
を
改
め
て

精
査
・
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
早
く
方
針
案
を
決

定
し
、
必
要
な
議
案
を
市
議
会
に

上
程
し
ま
す
。

 

現
在
の
旧
本
庁
舎

「
用
途
廃
止
」の
対
応

　
令
和
３
年
11
月
１
日
の
新
庁
舎

開
庁
に
伴
い
、
旧
本
庁
舎
は
庁
舎

と
し
て
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。

ま
た
、
公
共
建
築
物
の
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
継
続
的
に

使
用
す
る
場
合
は
利
用
者
の
安
全

が
確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、「
用

途
廃
止
」の
手
続
き
を
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
旧
本
庁
舎
へ
立
ち
入
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

脆
弱
な
耐
震
性

「
震
度
６
」で
倒
壊
の
恐
れ

　
建
築
物
の
耐
震
性
を
示
す
指
標

と
し
て
、
I
s
値
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
数
値
が
０
・
３
未
満
の
建
築

物
は
、
震
度
６
～
７
程
度
の
地
震

で
倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
本
庁
舎
の

I
s
値
は
０
・
２
４
５
で
、
耐

震
性
が
極
め
て
低
い
状
況
で
す
。

 

耐
震
改
修
工
事
の
事
業
費

　
旧
本
庁
舎
を
長
期
的
に
保
存
・

利
活
用
す
る
場
合
、
大
地
震
発
生

後
も
補
修
を
す
る
こ
と
な
く
使
用

で
き
る
だ
け
の
強
度
（
I
s
値

０
・
９
）
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
旧
本
庁
舎
は
坂
倉
準
三

氏
（
市
出
身
の
著
名
な
建
築
家
）

の
設
計
で
あ
る
た
め
、
建
築
物
の

デ
ザ
イ
ン
を
妨
げ
な
い
工
法
で
耐

震
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
「
耐

震
補
強
工
事
費
」
は
、
最
も
安
価

な
「
枠
付
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
・
R

Ｃ
壁
増
設
」
を
採
用
し
た
場
合
は

５
・
７
億
円
、
最
も
高
価
な
「
免

振
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
法
」
を
採

用
し
た
場
合
は
20
億
円
と
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の「
耐
震
補
強
工
事
費
」

に
加
え
、
地
下
10
メ
ー
ト
ル
前
後

の
中
間
支
持
層
ま
で
し
か
打
設
さ

れ
て
い
な
い
基
礎
杭
を
補
強
す
る

「
①
基
礎
増
杭
工
事
費
」
と
し
て

１
億
円
、
建
物
の
不
同
沈
下
を
防

ぐ
た
め
の
「
②
液
状
化
対
策
工
事

費
」
と
し
て
３
・
７
億
円
、
建
物

の
延
命
化
を
図
る
「
③
長
寿
命
化

工
事
費
」
と
し
て
７
億
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

　

前
述
の
「
耐
震
補
強
工
事
費
」

の
い
ず
れ
か
の
工
法
を
採
用
し
た

場
合
の
費
用
と
、
①
②
③
の
工
事

に
掛
か
る
費
用
を
合
計
す
る
と
、

約
17
億
円
ま
た
は
約
32
億
円
と
な

り
ま
す
。

 

財
政
へ
の
影
響

　
前
述
の
耐
震
改
修
工
事
を
市
の

自
主
財
源
で
行
っ
た
場
合
、
２
年

か
ら
３
年
後
に
は
財
政
調
整
基
金

（
市
の
貯
金
）
が
枯
渇
し
、
赤
字

団
体
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
起
債
（
市
の
借
金
）
を

活
用
し
た
場
合
、
財
政
調
整
基
金

の
取
り
崩
し
と
、
約
20
年
間
に
わ

た
り
毎
年
約
１
億
円
か
ら
２
億
円

程
度
の
後
年
度
負
担
が
発
生
し
、

市
民
負
担
が
増
大
し
ま
す
。

 

解
体
工
事
の
事
業
費

　
事
業
者
か
ら
の
見
積
を
ベ
ー
ス

に
算
定
す
る
と
、
旧
本
庁
舎
を
解

体
す
る
場
合
の
事
業
費
は
約
１
億

７
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
事
業
費
の
10
％
程
度
の
工
事

設
計
委
託
料
も
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
工
事
着
工
後
に
し
か

把
握
で
き
な
い
有
害
物
質
等
の
処

分
費
な
ど
は
別
途
費
用
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
金
額
は
解
体
費
に
含

ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
不
確
定
要
素

を
別
途
費
用
と
す
る
こ
と
は
、
工

事
の
性
格
上
妥
当
な
処
理
で
す
。
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旧本庁舎のあり方　検討中

耐震性・事業費などの情報をお知らせ　
問い合わせ先　管財課庁舎管理担当（内線 2332）

委員会の答申　「解体」が最良
　2 月 28 日に開催された委員会の答申で、「物理
的視点、財政的視点、利用目的などから検討をし
た結果、旧本庁舎は施設として使用・保存せず、
解体することが最良」と結論付けられました。

　市では、旧庁舎あり方検討委員会からの答申を
受け、建築物としての利用価値、周辺への安全性、
今後の行財政運営への影響など、総合的な観点か
ら旧庁舎のあり方を改めて精査・検討しています。
　旧庁舎の耐震性や保存・利活用をする場合の事
業費など、関連情報をお知らせします。

これまでの経過

時期 築年数 工事概要 事業費(千円)
S45 16  図書室移転改修
S57 23  議長室改修 320
S60 26  屋上防水改修 9,800
S61 27  講堂改修 9,900
S61 27  4 階内装改修 1,900
S62 28  3 階仕切り 19,189
S63 29  フロア大規模改修 27,081
S63 29  委員会室改修 5,300
H3 31  自動ドア取替え 1,400
H3 31  高架水槽取替え 4.850
H4 32  議員会派室改修
H5 33  議場照明取替え 4,223
H5 33  市長室改修 2,160
H6 34  外壁改修 4,532
H10 38  冷温水発生機取替え 1,521
H11 39  和室改修 1,291
H11 39  下水道排水設備工事 10,080
H12 40  空調設備改修 39,375
H12 40  外壁改修 10,500
H14 41  外壁改修 11,812
H14 41  電話交換設備取替え 7,875
H16 43  防水改修 11,130
H18 46  議場屋根防水改修 4,935
H23 51  照明器具取替え 3,203
H23 51  旅券コーナー新設 1,418
H24 52  間仕切り新設 609
H25 52  空調設備改修 819
H28 56  窓口カウンター改修 5,961

合計 201,184
着色部分は本庁舎の意匠（デザイン）変更

旧本庁舎　主な改修履歴 庁舎建設に関するアンケート結果　
調査期間　平成 29 年 10 月 2 日～ 10 月 31 日
調査対象　市内居住 18 歳以上の市民 1000 人
調査方法　郵送によるアンケート
回答者数　538 人／ 1000 人（回収率 53.8％）

問 10　現在の本庁舎を今後も保存して使用するに　　　
は莫大な費用 ( 耐震改修に約 30 億円、維持管理費
に年間約 6,000 万円 ) がかかりますが、活用するこ
とについてどう思われますか？

反対：221 人
（41.1％）

おおむね反対：171 人
（31.8％）どちらでもない

84 人（15.6％）

無回答
29 人（5.4％）

保存

おおむね賛成：16 人
（3.0％）
賛成：17 人

（3.1％）

坂倉準三氏（市出身の著名な建築家）が設計した旧本庁舎

補
強
の
種
別
に
よ
り

17
億
円
ま
た
は
32
億
円
が
必
要

有
害
物
質
除
却
を
除
く
と

１
億
７
０
０
０
万
円

保
存
・
利
活
用
を
行
う
と

市
民
負
担
が
増
大



試験区分 採用人員 受験資格 申込受付期間 試験日程

実務経験者 若干名 昭和52年4月2日以降に生まれた人で、国及び地方自治体で常勤職員としての行政
実務経験が継続して５年以上ある人 5月23日

～11月30日 随時
電気主任技術者 1人 昭和58年４月２日以降に生まれた人で、電気主任技術者（第３種以上）の資格を有す

る人

注意事項
1　 学歴は受験資格のとおりです。卒業は令和 5 年 3 月卒業見込みを含みます。ただし、資格・免許職は資格・免許の

取得が採用条件となります。
2　一般事務Ｃ・土木Ｂ・消防Ｂ・自己推薦Ｂは、大学卒業以上の学歴を有する人（卒業見込みを含む）は受験できません。
3　全ての試験区分で、次のいずれかに該当する人は受験できません。
　・日本の国籍を有しない人
　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人
　・羽島市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　・ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党

その他の団体を結成し、またはこれに加入した人
4　看護師の採用試験は、本号に第 1 回のみ掲載していますが、全 4 回実施します。
5　この試験案内に掲載する各試験を併願することはできません。
6　随時採用および看護師採用は、申込受付期間内であっても、採用の状況によっては募集を終了する場合があります。
7　専門職としての採用であっても、一般事務に異動になる場合があります。 
問い合わせ先　一般事務・土木・消防・自己推薦・随時採用に関しては職員課（内線 2373）
　　　　　　　臨床研修医師・後期研修医師・看護師・薬剤師採用に関しては市民病院総務課☎（393）0111
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実務経験者等を随時募集
　国・地方自治体の行政職の経験者、第３
種以上の電気主任技術者の資格を有する
人を募集します。申込受付期間を長く設定
し、随時試験を実施します。申込受付期間
内であっても、採用予定人数を確保できた
時点で、募集を終了します。

基礎能力 人物本位で選考
　羽島市の職員採用試験は、基礎能力試験

（知的能力と学力・応用力を測定）を実施。
公務員試験のための特別な学習は必要あ
りません。民間の就職活動を行っている人
や、企業等で働いている人も受験がしやす
いように、人物本位の選考を行います。

市職員採用試験市職員採用試験

試験区分 採用人員 受験資格 申込受付期間 試験日程

市
役
所

一
般
事
務

A

若干名

平成7年4月2日以降に生まれた大学卒業以上の学歴を有する人 5月23日～6月17日 7月10日（日）

B 昭和58年4月2日から平成5年４月１日までに生まれた大学卒業以上の学歴を有する人
8月1日～26日 9月18日（日）

C 平成9年4月2日以降に生まれた高校卒業または短大卒業の学歴を有する人

土
木

A
若干名

平成2年4月2日以降に生まれた高専または大学卒業以上の学歴を有する人で、土
木に関する専門課程を修めた人 5月23日～6月17日 7月10日（日）

B 平成7年4月2日以降に生まれた高校卒業の学歴を有する人で、土木に関する専門
課程を修めた人

8月1日～26日 9月18日（日）

消
防

A
若干名

平成7年4月2日以降に生まれた大学卒業以上の学歴を有する人

B 平成11年４月２日以降に生まれた高校卒業以上の学歴を有する人

自
己
推
薦

A

若干名

平成2年4月2日以降に生まれた高校卒業以上の学歴を有する人で、スポーツ・文化・
芸術・研究・地域活動等の分野で大きな実績・成果（高校入学以降）を収めた人

B

令和5年3月に高校卒業見込みの人で、以下の条件を全て満たす人
①平成14年4月2日以降に生まれた人
②高校生活を通じてクラブ活動、学校行事（生徒会活動・文化祭・体育祭等）、地域活
動等の分野で活躍した人
③高校１～２年生までの調査書記載の全体の評定平均値が４以上の人

市
民
病
院

臨床研修医 4人 大学の医学部、医科大学を卒業し、令和５年３月までに医師免許を取得見込みの人 7月1日～29日 8月1日以降

後期研修医 4人 2年間の前期研修を終了した３年目以降の医師 12月1日～2月17日 随時

看護師
（第1回） 20人 昭和39年4月2日以降に生まれ、令和5年3月までに看護師免許を取得見込みの人

または看護師の資格を有する人
5月25日（水）まで 6月11日（土）

薬剤師 1人 昭和39年4月2日以降に生まれ、令和5年3月までに薬剤師免許を取得見込みの人
または薬剤師の資格を有する人

令和 5 年 4 月 1 日採用随時採用



可
燃
ご
み 

月
に
約
１
０
０
ト
ン
削
減

　
有
料
化
の
開
始
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
み
の
減
量
や
分
別
意
識
を
よ
り
一
層

持
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
ご
み
の
排

出
抑
制
や
資
源
物
の
分
別
が
今
ま
で
以
上

に
進
み
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
の
10
月
か
ら
３
月
ま
で
と
、

令
和
３
年
の
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
家
庭

系
可
燃
ご
み
の
処
理
量
の
推
移
は
、
左
の

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。　

　
ま
た
、
ご
み
処
理
手
数
料
の
負
担
軽
減

措
置
や
、
有
料
化
に
併
せ
て
実
施
し
て
い

る
施
策
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

紙
お
む
つ
使
用
者
に
ご
み
袋
配
布

　
表
１
の
と
お
り
、
常
時
紙
お
む
つ
等
を

使
用
し
て
い
る
人
に
対
し
、
一
定
枚
数
の

指
定
可
燃
ご
み
袋
を
無
償
配
布
し
ま
す
。

高
齢
者
に
運
搬
費
助
成

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど

を
対
象
に
、
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
の
内
容
は
、
表
２
の
と
お
り
で
、

年
度
ご
と
に
１
回
に
限
り
、
予
算
の
範
囲

内
で
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
２
０
０
０

円
）
を
助
成
し
ま
す
。

ご
み
ネ
ッ
ト
購
入
費
を
補
助

　
地
域
の
ご
み
集
積
所
の
ご
み
散
乱
を
防

止
す
る
た
め
、
鳥
獣
対
策
用
ご
み
ネ
ッ
ト

等
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
の
内
容
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
購

入
価
格
の
２
分
の
１
、
１
カ
所
当
た
り
３

０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
。
希
望
す
る

自
治
会
は
、
６
月
30
日
㈭
ま
で
に
環
境
事

業
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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家庭系ごみ
有料化で減量

可燃ごみ 最大 13％削減
　家庭系ごみの有料化を昨年 10 月から開始しました。
　ごみの処理量を有料化の前後で比較したところ、市民の皆
さんのご協力により、約 10％の減量が実現しました。
　引き続き、３きり運動 ①水きり ②使いきり ③食べきり 
を推進し、ごみの減量化にご協力をお願いします。

　　　　　　　　問い合わせ先　環境事業課（内線 2192）

配布対象者 枚数（年度） 窓口

令和 4 年 4 月 2 日以降生まれの 2
歳未満の乳幼児がいる世帯

（1 歳になる年度まで）
※母子健康手帳が必要

ごみ袋（中）
50 枚 市民課

介護用品購入の助成を受けている人
（在宅の人に限る）

ごみ袋（中）
最大 60 枚 高齢福祉課

日常生活用具（ストマ用装具・紙お
むつ）の給付を受けている人

（在宅の人に限る）
ごみ袋（中）
最大 60 枚 福祉課

紙おむつ使用者等への指定ごみ袋無償配布表 1

対象者 助成内容 申請等

・75 歳以上のみの世帯
・ 身体障害者手帳、療育

手帳または精神障害者
保健福祉手帳のいずれ
かを所持している障が
い者のみの世帯

・ 要介護認定を受けてい
る人または要支援認定
を受けている人のみの
世帯

【回数】
年度に 1 回

【助成額】
予算の範囲内
で粗大ごみの
戸別収集に係
る費用の 2 分
の 1 を助成
上限 2,000 円

・ 粗大ごみの戸
別収集実施後、
環境事業課に
申請

・ 申請には戸別
収集の領収書
等が必要

表 2 高齢者等の粗大ごみ出し支援

0

200

400

600

800

1000

3 月2 月1月12 月11 月10 月
R2 890 t 827 t 953 t 829 t 733 t 907 t
R3 795 t 793 t 836 t 753 t 633 t 788 t

削減率 10.7％ 4.1％ 12.3％ 9.2％ 13.6％ 13.1％

有料化後の家庭系可燃ごみ処理量の推移（トン）

Ｒ
２
Ｒ
３

Ｒ
２
Ｒ
３

Ｒ
２
Ｒ
３

Ｒ
２
Ｒ
３

Ｒ
２
Ｒ
３

Ｒ
２
Ｒ
３

負
担
軽
減
措
置
を
実
施

　

　
市
で
は
、
財
政
の
透
明
性
を
高

め
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
、
企
業
の
会
計
手
法

を
参
考
と
し
た
財
務
書
類
４
表
を

作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。
対
象

範
囲
は
、
総
務
省
が
示
す
基
準
の

う
ち
、
一
般
会
計
等
（
羽
島
市
に

お
い
て
は
一
般
会
計
、
イ
ン
タ
ー

北
・
駅
北
本
郷
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
）
で
す
。

　
貸
借
対
照
表
は
、
公
共
施
設
や

現
金
な
ど
の
市
の
資
産
と
、
そ
れ

ら
を
取
得
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た

市
税
や
市
債
（
借
金
）
な
ど
の
財

源
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
〈
資
産
〉
の
合
計
と
〈
負
債
＋

純
資
産
〉
の
合
計
が
同
額
で
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
る
こ
と
か
ら
、「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
福
祉
や
ご
み
の
収
集
な
ど
、
資

産
形
成
に
繋
が
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ス
ト
と
、
利
用
料
・
手

数
料
な
ど
の
受
益
者
負
担
額
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　
経
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
っ
た
コ
ス
ト
が
ど
れ
く
ら
い
受

益
者
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
か
が

分
か
り
ま
す
。

　
純
資
産（
資
産
と
負
債
の
差
額
）

が
令
和
２
年
度
中
に
ど
の
よ
う
に

増
減
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
す
。

　
１
年
間
の
現
金
の
流
れ
を
示
す

も
の
で
、そ
の
性
質
別
に
区
分
し
、

ど
の
よ
う
な
活
動
に
資
金
が
充
て

ら
れ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

業
務
活
動
収
支
の
余
剰
分
が
、

公
共
施
設
等
整
備
費（
投
資
活
動
）

や
市
債
償
還
（
財
務
活
動
）
な
ど

の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

※
財
務
書
類
４
表
の
詳
細
は
、
右

の
二
次
元
コ
ー
ド
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
務
課
（
内
線
２
１
８
０
）
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市
の
台
所　

財
政
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公
表

令
和
２
年
度

財
務
書
類
４
表

　

①
貸
借
対
照
表

　

②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

③
純
資
産
変
動
計
算
書

　

④
資
金
収
支
計
算
書

①貸借対照表（バランスシート）
 資産　　　　　　　　　　　　　　 1,176.8 億円

※市民 1 人当たり 175.0 万円（前年比＋ 7.6 万円）
　　　住民サービスを提供するための資産と
　　　将来、市の収入になる可能性がある市税など
固定資産（道路・学校など）　　　　 927.8 億円
投資等●（出資金、基金など）　　　　205.1 億円
流動資産（現金預金、未収金など） 43.9 億円
　　　　　うち資金 8.0 億円
　　　※ 貸借対照表の資金は、資金収支計算書の残高

に歳計外現金（0.6 億円）を加えています。
 資産合計　 1,176.8 億円

 負債　　　 266.6 億円
　　※市民 1 人当たり 39.6 万円（前年比＋ 3.0 万円）
　　市債（借金）などにより将来の世代が負担する金額
固定負債　 245.3 億円
流動負債　 21.3 億円
純資産 910.2 億円
　　　※市民 1 人あたり 135.4 万円（前年比＋ 4.6 万円）
　　　資産を形成するために現在までの
　　　世代が負担した支払い済みの金額

 負債・純資産合計 1,176.8 億円

②行政コスト計算書
 純経常行政コスト　　　　　 296.5 億円
　資産形成につながらない行政サービスにかかる経費

経常費用 　300.6 億円
人にかかるコスト　
　（職員給与・議員報酬など） 31.7 億円
物にかかるコスト　
　（物品購入費、施設修繕費など） 98.5 億円
その他のコスト　
　（市債の利子など） 2.3 億円
移転支出的なコスト　　
　（扶助費、補助金など） 168.0 億円

経常収益
　（施設利用料など受益者負担額） 4.0 億円

 臨時損益　　　　　　　　　　 3.5 億円
 純行政コスト　　　 293.0 億円

③純資産変動計算書
前年度末（R元年度末）純資産残高　 882.4 億円
当期変動高　 27.9 億円
　純行政コスト　 △ 293.0 億円
　財源（税収等、補助金）　 271.6 億円
　固定資産等の変動等　 49.3 億円

本年度末（Ｒ２年度末）純資産残高　 910.2 億円

財務書類４表（一般会計等）の関係図

※市民 1 人当たりの金額は令和 3 年 4 月 1 日（前年分は令和 2 年 4 月 1 日）の人口より算出

④資金収支計算書
前年度末（R 元年度末）資金残高　 5.3 億円
資金増減高 2.1 億円
 業務活動収支 11.8 億円
 投資活動収支 △ 18.3 億円
 財務活動収支 8.6 億円

  本年度末（Ｒ２年度末）資金残高　 7.4 億円
※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げが合　
　計と一致しないことがあります。
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市
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策

の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
震
発
生
時
に
お
い
て
、
木
造
住
宅
の

倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど
高
い
で
す
。
老

朽
化
や
少
な
い
耐
力
壁
な
ど
、
構
造
上
の

バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
倒
壊
の
要
因
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

自
分
や
家
族
の
安
全
性
を
守
る
た
め
に
重

要
で
す
。

①
無
料
の
耐
震
診
断

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
木
造
住
宅

に
お
い
て
、
市
が
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震

相
談
士
を
派
遣
し
無
料
の
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
。
木
造
住
宅
の
所
有
者
で
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
人
が
申
請
で
き
ま
す
。

予
定
件
数　
20
件

②
耐
震
改
修
工
事
の
一
部
補
助

　
前
記
の
耐
震
診
断
に
基
づ
い
て
木
造
住

宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

予
定
件
数　
１
件

補
助
金
の
額　
耐
震
改
修
工
事
費
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
一
般
補
強
の
場
合
は
上

限
が
１
０
１
万
１
０
０
０
円
、
簡
易
補
強

の
場
合
は
上
限
が
84
万
円
と
な
り
ま
す
。

③
耐
震
診
断
の
一
部
補
助

　
前
記
の
木
造
住
宅
以
外
で
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
の
建
築
物
の
所
有
者
が
、
建

築
士
に
依
頼
し
て
耐
震
診
断
を
行
う
場

合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

予
定
件
数　
１
件

補
助
金
の
額　
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
診

断
費
や
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
75

万
円
以
上
の
場
合
は
最
大
で
50
万
円
と
な

り
ま
す
。

①
～
③
の
申
込
期
間

　
①
と
③
は
、
５
月
９
日
か
ら
12
月
５
日

ま
で
の
先
着
順
で
す
。

　
②
は
、
５
月
９
日
か
ら
６
月
９
日
ま
で

を
受
付
期
間
と
し
、
そ
の
間
に
予
定
件
数

を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
受
付
期
間
内
に
予
定
件
数
に
満

た
な
か
っ
た
場
合
は
、
12
月
５
日
ま
で
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
①
～
③
の
予
定
件
数
お
よ
び
補
助
金
の

額
は
、
県
と
の
協
議
で
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
建
物
に

は
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
計
画
課
（
内
線
２

１
３
４
）

　

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

　　　　　未就学児の軽減措置を新設

地
震
か
ら
命
を
守
る

※ 1　 世帯主・後期高齢者医療制度へ移行した元国保加入者の総所得
金額も含める。

※ 2　後期高齢者医療制度へ移行した元国保加入者の人数も含める。
※ 3　一定額以上の給与所得者と公的年金の支給を受ける人

税率据え置き　賦課限度額は一部引き上げ　
　令和 4 年度国民健康保険税の税率および賦課限度額は、表
1 のとおりです。税率は据え置きですが、「医療給付費分」「後
期高齢者支援金分」の賦課限度額が引き上げられます。

軽減制度の対象範囲に変更なし　
　低所得世帯を対象とした「均等割」「平等割」の軽減判定
所得に変更はなく、表 2 のとおりです。

未就学児の軽減措置（申請不要）　
　子育て世帯の経済的負担軽減の観点から、
未就学児に対する均等割が 5 割減額となる軽
減措置が今年度より新設されます。7、5、2
割軽減世帯に属する未就学児については、軽
減後の税額から 5 割減額となります。
問い合わせ先　税務課（内線 2239）

※括弧内は令和 3 年度との比較

区分 医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

対象 全ての加入者 40 ～ 64 歳

所得割 6.6％
（変更なし）

2.5％
（変更なし）

2.2％
（変更なし）

均等割
（1 人につき）

25,800 円
（変更なし）

9,600 円
（変更なし）

10,700 円
（変更なし）

平等割
（1世帯につき）

19,500 円
（変更なし）

7,200 円
（変更なし）

5,600 円
（変更なし）

賦課限度額 650,000 円
（630,000 円）

200,000 円
（190,000 円）

170,000 円
（変更なし）

表 1　 税率および賦課限度額　

軽減割合 軽減判定の基準となる
総所得金額の合計※1

※2被保険者数1人、
※3給与所得者等1人
の場合

※2被保険者数2人、
※3給与所得者等2
人の場合

7 割軽減 43万円＋10万円×（給
与所得者等の数－1） 43 万円 53 万円

5 割軽減
43万円＋28万5千円×
被保険者数＋10万円×

（給与所得者等の数－1）
71 万 5,000 円 110 万円

2 割軽減
43万円＋52万円×被保
険者数＋10万円×（給
与所得者等の数－1）

95 万円 157 万円

表 2 国民健康保険税の軽減

国民健康保険税
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グ
リ
ー
ン
化
特
例
は
、
燃
費
性
能
が
優

れ
、
環
境
負
荷
が
小
さ
い
軽
自
動
車
の
軽

自
動
車
税
種
別
割
を
軽
減
す
る
も
の
で

す
。
昨
年
度
と
同
様
の
軽
減
制
度
が
継
続

さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
税
額
は
、
原
動
機
付
自
転
車

お
よ
び
二
輪
車
等
は
表
１
、
三
輪
お
よ
び

四
輪
の
軽
自
動
車
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
対
象
車
両

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
３
月
31

日
ま
で
に
新
規
取
得
し
た
車
両
で
す
。

税
率
の
上
乗
せ
（
重
課
）

　

平
成
21
年
３
月
以
前
に
初
め
て
ナ
ン

バ
ー
登
録
を
し
た
環
境
負
荷
の
大
き
な
車

両
は
、
表
２
の
と
お
り
重
課
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
電
気
自
動
車
や
天
然
ガ
ス

自
動
車
は
重
課
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

期
限
ま
で
に
納
付
を

　
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈫
で
す
。

　
自
動
車
税
種
別
割
・
軽
自
動
車
税
種
別

割
は
、
金
融
機
関
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ス

マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
等
で
納
付
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
自
動
車
税
種
別
割
＝
県

自
動
車
税
事
務
所
☎
（
２
７
９
）
３
７
８

１
、
軽
自
動
車
税
種
別
割
＝
税
務
課
（
内

線
２
２
３
２
）、収
納
課（
内
線
２
２
４
２
）

　
コ
ロ
ナ
禍
は
終
息
し
な
い
が
、
各
地
か

ら
祭
り
の
便
り
が
届
く
。
竹
鼻
祭
り
は
、

山
車
の
展
示
で
代
行
と
な
る
。
フ
ァ
ン
は

曳
行
が
待
ち
遠
し
い
で
あ
ろ
う
。

　
郷
土
の
祭
り
は
古
里
自
慢
と
誇
り
。
多

く
の
祭
り
を
見
て
き
て
思
う
。
諏
訪
・
御

柱
祭
り
、
青
森
・
ね
ぶ
た
祭
り
、
浅
草
・

三
社
祭
り
。
血
が
騒
ぐ
と
い
う
か
、
あ
の

熱
気
、
盛
り
上
が
り
は
郷
土
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
〈
ほ
と
ば
し
り
〉
で
時
代
を
つ
な

い
で
い
く
。
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　
八
劔
神
社
を
遷
座
、
造
営
し
た
不
破
源

六
廣
綱
（
竹
ケ
鼻
城
主
）
の
こ
と
が
分
か

り
、
3
月
に
句
碑
の
除
幕
式
が
あ
っ
た
。

「
ひ
き
う
へ
は
／
宮
路
も
し
け
る
／
う
な

ひ
松
」
と
刻
ま
れ
た
。
植
え
ら
れ
た
参
道

の
松
が
束
ね
た
髪
の
よ
う
に
茂
る
―
の
意

で
、
街
の
繁
栄
を
祈
る
思
い
が
浮
か
ぶ
。

　
源
六
は
秀
吉
の
水
攻
め
で
城
を
明
け
渡

し
た
後
、
助
命
さ
れ
加
賀
前
田
家
に
迎
え

ら
れ
た
。
顕
彰
会
は
、
源
六
の
信
念
、
名

だ
た
る
武
将
か
ら
の
信
頼
、
駆
け
引
き
の

力
、
家
臣
を
守
る
思
い
―
を
遺
徳
と
し
て

挙
げ
る
。
歴
史
を
深
掘
り
し
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
一
助
に
し
て
い
き
た
い
。

 グリーン化特例と重課
納期限は 5 月 31 日（火）

水 紋
殿様の素心

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正　

車種区分

初度検査
年月が平
成 27 年
3 月以前
の車両

初度検査
年月が平
成 27 年
4 月以降
の車両

グリーン化特例 重課

電気自動
車・天然
ガス自動
車※1

燃費性能 初度検査
から13年
経過した
車両

特に優れ
ている車
両※2

優れてい
る車両
※3

三輪 3,100円 3,900円 1,000円 2,000円
※4

3,000円
※4 4,600円

四
輪

乗
用

営業用 5,500円 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 2,700円

対象外

12,900円

貨
物

営業用 3,000円 3,800円 1,000円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 1,300円 6,000円

※1  平成30年排出ガス規制適合または平成21年排出ガス規制適合かつ10％以
上窒素酸化物を低減する車両

※2 令和2年度基準達成かつ令和12年度基準90％達成車両
※3 令和2年度基準達成かつ令和12年度基準70％達成車両
※4 乗用営業用のみ対象
初度検査年月および各燃費基準の達成状況は、車検証でご確認ください。

区分 今年度の税額

原動機付自転車

総排気量50cc 以下 2,000 円

総排気量50cc 超90cc 以下 2,000 円

総排気量90cc 超125cc 以下 2,400 円

ミニカー
（三輪以上で総排気量20cc超50cc以下） 3,700 円

軽二輪車 総排気量125cc 超250cc 以下 3,600 円

小型二輪車 総排気量250cc 超（側車付を含む） 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用（最高速度35km/h 未満） 2,400 円

その他のもの（最高速度15km/h 未満） 5,900 円

三輪および四輪の軽自動車の税額表2

原動機付自転車および二輪車等の税額表1
　今年度の軽自動車税（種別割）のグリーン化特
例と重課についてお知らせします。
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「影踏み」＠ stickybug511

羽島市公式
インスタグラム
フォトコンテスト

「夕映え」　＠ the_kozens 「木漏れ日のコロポックル」＠ yuki_kapuri

＠ 55_hiichan

＠ ariku.skidream

＠ cyantalucia

＠ masa.ku_photograph

＠ misa.seina

＠ taku_casualphoto

　令和3年4月1日から令和4年2月15日までの期間で、
「#羽島の魅力2021」のハッシュタグを活用したフォト
コンテストを開催。384点の応募があり、審査の結果、
次の3作品を市長賞、6作品を優秀賞に選定しました。

- 市長賞 -

- 優秀賞 -

＃羽島の魅力 2022 開催中。ぜひご応募ください。

＃羽島の魅力2021

　
水
道
の
使
用
料
が
突
然
増
え
た

と
き
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
漏
水
の
確
認
は
簡
単
に
で
き
ま

す
の
で
、「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ

た
と
き
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ

う
。漏

水
の
確
認
方
法

　
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側
に

つ
い
て
は
、
漏
水
の
管
理
を
水
道

利
用
者
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
漏
水
の
確
認
方
法
は
次
の
①

か
ら
③
の
と
お
り
で
す
。

① 

宅
地
内
に
あ
る
水
道
の
蛇
口
を

全
て
閉
め
る
（
ト
イ
レ
や
洗
濯

機
等
も
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
）

② 

宅
地
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
開
け
る

③ 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開

け
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
赤
い
羽
根

の
コ
マ
）
の
回
転
の
有
無
を
確

認
す
る

※ 

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
た

ら
、
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地

側
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
事
業
者
一
覧
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

経
営
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
修

理
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

漏
水
の
応
急
処
置

　
修
理
ま
で
の
間
に
一
時
的
に
水

漏
れ
を
止
め
る
に
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
閉

め
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
給
湯
器
等
が
作
動
中

の
と
き
は
、
機
器
の
故
障
の
原
因

に
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

漏
水
分
の
減
免
制
度

　
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側
で

漏
水
し
た
分
の
料
金
は
利
用
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
が
、
所
定
の
条

件
全
て
に
該
当
す
る
場
合
は
料
金

の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
経
営
課
（
内
線
２
１
６
３
）

　
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当
を

習
得
す
る
た
め
の
各
種
救
命
講
習

を
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

● 

普
通
救
命
講
習
は
10
人
以
上
の

受
講
者
で
開
催
し
ま
す
。
最
低

　
 

人
員
に
達
し
な
い
場
合
は
中
止

と
な
り
ま
す
。

● 
普
通
救
命
講
習
の
定
員
は
20
人

で
す
。
20
人
を
超
え
た
場
合
は

先
着
順
と
し
ま
す
。

● 

応
急
手
当
指
導
員
・
普
及
員
再

講
習
は
、
自
然
災
害
等
に
よ
り

開
催
で
き
な
い
場
合
、
予
備
日

に
開
催
し
ま
す
。

● 

講
習
日
程
・
受
講
定
員
は
、
状

況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

● 

受
講
人
数
等
に
よ
っ
て
、
講
習

時
間
が
短
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
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水
道
料
金
が
増
え
た
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　

漏
水
チ
ェ
ッ
ク
を

救命講習

受講者
募集します

普通救命講習
開催日　8 月 7 日 (日)、令和 5 年 2 月 12 日 (日)
時　間　午前９時から正午まで

応急手当指導員・普及員再講習
開催日　7 月 24 日 (日)、8 月 27 日 (土)、9 月 18 日 (日)、
　　　　10 月 15 日 (土)、11 月 13 日 (日)
予備日　12 月 10 日 (土)、令和 5 年 2 月 12 日 (日)
時　間　午前９時から午後 1 時まで
※再講習は応急手当指導員・普及員の有資格者が対象です。

上級救命講習
開催日　9 月 11 日 (日)
時　間　午前９時から正午まで

介護予防を体験　健幸トリップはしま
　高齢者の健幸保持増進を目的として、健幸トリップはしまを 4
月 2 日に開催しました。
　20 名の参加者は、午前は桜堤サブセンター（桑原町）の桜
を見ながらのノルディックウォーキングの後、食生活改善連絡
協議会の協力で健幸食を試食。午後は市民病院の認知症看護認
定看護師や理学療法士の講義、地域の介護予防活動（通いの場）
などを体験し、介護予防についての理解を深めていました。

※申し込み期限は開催日の 2 週間前です。
問い合わせ先　消防本部救急指令課☎（392）2601



　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
加
入
者
を
対
象
に
、
市
民
病
院
で
実

施
さ
れ
る
短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
一

部
助
成
し
ま
す
。

受
診
資
格　
30
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

で
、
納
期
到
来
分
ま
で
の
保
険
税
（
料
）

を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

※
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
に
つ
い
て
市

が
情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

受
診
日　
６
月
か
ら
令
和
5
年
２
月
末
ま

で
の
毎
週
月
・
水
・
木
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

費
用　
9
７
０
０
円
（
オ
プ
シ
ョ
ン
希
望

者
は
別
途
自
己
負
担
）

定
員　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
2
５
０

人
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
50
人

（
申
請
順
に
受
診
日
を
決
め
、
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

申
請
方
法　
被
保
険
者
証
を
持
参
し
、
保

険
年
金
課
へ
申
請
（
申
請
前
の
電
話
予
約

可
）

受
付
開
始
日　
５
月
10
日
㈫
（
電
話
予
約

も
10
日
か
ら
開
始
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金

課
医
療
保
険
係
（
内
線
２
２
６
２
）、
後

期
高
齢
者
医
療
係
（
内
線
２
２
６
７
）

　
市
内
で
特
色
あ
る
子
育
て
支
援
に
取
り

組
む
企
業
を
認
証
す
る
「
子
育
て
支
援
企

業
認
証
・
表
彰
制
度
」。
令
和
3
年
度
、

株
式
会
社
ピ
ア
リ
ー
と
社
会
福
祉
法
人
岐

阜
羽
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
を
新
た
に
認

証
し
ま
し
た
。

　
ピ
ア
リ
ー
で
は
、
パ
パ
育
休
制
度
を
促

進
、
多
様
な
勤
務
体
系
を
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
岐
阜
羽
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で

は
、
子
連
れ
出
勤
制
度
の
実
施
や
、
事
業

所
の
子
育
て
関
係
設
備
の
充
実
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
2
５
２
２
）

子
育
て
支
援
企
業　

２
社
を
認
証

特定健診、ぎふ・すこやか健診
　40 歳以上の国民健康保険加入者を対象とする「特定
健康診査」と、後期高齢者医療保険加入者を対象とする

「ぎふ・すこやか健診」を実施します。
　受診券は下表の時期に送付します。
実施期間　6 月から令和 5 年 2 月末まで
実施機関　市内の健診実施医療機関（市民病院を除く）
受診方法　 送付された受診券と被保険者証を医療機関の

窓口へ提示する　　　　　　　　　　　　　
受 診 料　500 円（受診時に医療機関の窓口で支払う）
受診結果　受診した医療機関で受け取る

問い合わせ先　保険年金課医療保険係（内線 2262）、
　　　　　　　後期高齢者医療係（内線 2267）
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誕生月 発送時期
3 月～6 月生まれ
昭和22 年9 月～23 年2 月生まれ

6 月

7 月～10 月生まれ 8 月

11月～2 月生まれ
昭和22 年3 月～8 月生まれ

10 月

休日開庁日の申請受付開始
　5月22日（日）より、毎月第 2・第４日曜日の
休日窓口開庁時にもマイナンバーカードの申請
受付を開始します。写真撮影も無料で行います。
　なお、カードの申請から受け取りまで 1カ月
程度かかりますので、ご注意ください。
持ち物　免許証等の本人確認書類、通知カード
問い合わせ先　市民課（内線 2293）

短期人間ドック短期人間ドック
費用費用をを助成助成

マイナンバーカード

　
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
、
集
会
所
な
ど

で
高
齢
者
に
対
し
て
運
動
等
の
介
護
予
防

活
動
を
行
う
団
体
に
、
運
営
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

活
動
を
補
助
す
る
主
な
要
件

①
活
動
を
３
カ
月
以
上
継
続
す
る
こ
と
②

実
施
月
に
は
２
回
以
上
、
１
回
当
た
り
90

分
以
上
活
動
す
る
こ
と
③
高
齢
者
の
平
均

参
加
者
数
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
④
参

加
者
負
担
金
を
１
人
当
た
り
１
回
１
０
０

円
以
上
徴
収
す
る
こ
と
⑤
団
体
運
営
者
の

３
人
以
上
が
、
市
が
指
定
す
る
介
護
予
防

研
修
を
受
講
済
み
で
あ
る
こ
と

※
そ
の
他
手
紙
、
電
話
お
よ
び
訪
問
に
よ

る
活
動
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
の
額

開
設
準
備
経
費　
５
万
円（
初
年
度
の
み
）

活
動
経
費　
①
参
加
者
１
人
当
た
り
１
回

１
０
０
円
（
団
体
運
営
者
を
除
く
）
②
会

場
借
上
料
相
当
額
（
１
回
２
０
０
０
円
を

上
限
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課（
内

線
２
５
５
６
）

　
市
内
在
住
の
徘
徊
高
齢
者
等
の
家
族
を

対
象
に
、
羽
島
市
見
守
り
Ｓ
О
Ｓ
ス
テ
ッ

カ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
に
は
、
市
役
所
や
警
察
で

住
所
や
氏
名
を
特
定
で
き
る
番
号
が
印
字

さ
れ
て
お
り
、
徘
徊
者
の
保
護
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
徘
徊
高
齢
者
等
が
線
路
上
を
徘

徊
し
電
車
を
止
め
て
し
ま
う
な
ど
で
損
害

賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合
に
、
賠
償
額
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
補
償
さ
れ
る
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
２
）

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　
20
歳
以
上
の
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
学
生
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
在
学
期
間

の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
毎
年
度
申
請
が
必
要
な
た
め
、
忘
れ

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

　
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
猶
予
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」

が
利
用
で
き
ま
す
。（
２
年
を
経
過
し
た

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。）

持
ち
物　
学
生
証
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の
※
本
人
以
外
が
手
続
き
す
る

場
合
は
、
手
続
き
す
る
人
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
（
内
線
２
２
６
４
）

　
個
人
の
市
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に

基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
市
県
民
税
の

納
め
方
に
は
、
給
与
・
年
金
か
ら
天
引
き

す
る
特
別
徴
収
と
、
納
付
書
・
口
座
振
替

に
よ
っ
て
納
付
す
る
普
通
徴
収
が
あ
り
ま

す
。
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
は
、
会
社
な

ど
の
給
与
支
払
者
が
納
税
者
に
代
わ
り
納

付
す
る
方
法
で
す
。
１
年
間
の
税
額
が
、

６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
12
回
に
分
け

て
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
給
与
所
得
等
に
係
る
市
民
税

県
民
税
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書

は
、
５
月
中
旬
に
会
社
な
ど
の
給
与
支
払

者（
特
別
徴
収
義
務
者
）に
郵
送
し
ま
す
。

お
勤
め
の
人
は
、
会
社
な
ど
の
給
与
担
当

者
を
通
し
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
３
月
16
日
以
降
に
申
告
書
を
提

出
し
た
人
に
は
、
７
月
分
以
降
の
市
県
民

税
額
に
つ
い
て
、
変
更
等
の
処
理
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
税
額
が
変
更
と
な
る
人
に
は
、
税
額
変

更
通
知
書
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係
（
内

線
２
２
３
７
・
２
２
３
８
）

　
浄
化
槽
の
設
置
者
に
対
し
て
、
予
算
の

範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
事

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
下
水
道
整
備
に
よ
り
対
象
地
域
が
一
部

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
建
物

・
自
己
の
居
住
専
用
住
宅
（
併
用
住
宅
の

場
合
は
、
自
己
の
居
住
部
分
の
み
）

補
助
金
の
上
限
額

・
５
人
槽　
33
万
２
０
０
０
円

・
７
人
槽　
41
万
４
０
０
０
円

・
10
人
槽　
54
万
８
０
０
０
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
内

線
２
１
２
２
）

　
各
地
区
が
管
理
す
る
共
同
墓
地
に
つ
い

て
、
墓
地
管
理
者
を
選
任
ま
た
は
変
更
し

た
場
合
は
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
課（
内

線
２
１
９
２
）

市
県
民
税　

給
与
か
ら
の
特
別

徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書
を
発
送

5
月
の

お
し
ら
せ

地
域
住
民
主
体
の

介
護
予
防
活
動
費
を
補
助

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

墓
地
管
理
者（
変
更
）届
の
提
出

徘
徊
高
齢
者
等
へ
の
支
援

浄
化
槽
設
置
者
に
補
助
金
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災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
適
切
に
管
理
す
る

た
め
に
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
等
で
販
売
さ

れ
る
犬
猫
は
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

は
犬
の
鑑
札
の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
等
で
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
が
離
れ
離

れ
に
な
り
、
身
元
が
分
か
ら
な
く
な
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装

着
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
２
２
）

　
が
ん
を
発
症
し
治
療
を
受
け
た
人
に
対

し
て
、
医
療
用
補
正
具
（
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ
＝
全
頭
用
、
ま
た
は
乳
房
補
正
具
）
の

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
人

・ 

補
正
具
を
購
入
し
た
日
お
よ
び
申
請
時

に
羽
島
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人

・ 

が
ん
の
治
療
（
手
術
、
薬
物
治
療
、
放

射
線
治
療
等
）
を
受
け
た
人
、
ま
た
は

治
療
を
受
け
て
い
る
人

・ 

申
請
を
行
う
補
正
具
に
つ
い
て
、
岐
阜

県
お
よ
び
県
内
市
町
村
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
人

助
成
対
象　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ（
全
頭
用
）

と
装
着
に
必
要
な
頭
皮
保
護
用
の
ネ
ッ
ト

の
購
入
費
用
、
乳
房
補
正
パ
ッ
ド
ま
た

は
人
工
乳
房
と
こ
れ
ら
を
固
定
す
る
下
着

の
購
入
費
用

助
成
回
数　
補
正
具
の
種
類
ご
と
に
１
回

助
成
金
額　
購
入
金
額
の
２
分
の
１
か
ら

１
０
０
０
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
（
上

限
２
万
円
）

申
請
方
法　
補
正
具
を
購
入
し
た
日
の
属

す
る
年
度
の
末
日
ま
で
に
、
必
要
書
類
を

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
5
）

　
令
和
５
年
成
人
の
日
記
念
式
典
お
よ
び

校
区
別
交
流
会
は
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

と
名
称
を
変
更
し
ま
す
。
二
十
歳
を
対
象

に
、
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
午
前
の

部・午
後
の
部
に
分
け
て
開
催
予
定
で
す
。

日
時　
令
和
5
年
１
月
8
日
㈰
（
午
前
の

部
）
午
前
９
時
～
（
午
後
の
部
）
午
後
１

時
30
分
～

対
象　
（
午
前
の
部
）
竹
鼻
中
学
校
、
中

央
中
学
校
、
桑
原
中
学
校
、
市
外
中
学
校

等
の
卒
業
生（
午
後
の
部
）羽
島
中
学
校
、

中
島
中
学
校
の
卒
業
生

※
校
区
別
交
流
会
は
市
外
中
学
校
等
の
卒

業
生
で
も
、
希
望
す
る
校
区
の
交
流
会
に

参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
（
内
線
６

１
３
５
）

　
石
綿
読
影
の
精
度
に
係
る
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

資
格　
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
40
歳
以
上

の
人

実
施
内
容　

石
綿
ば
く
露
に
関
す
る
問

診
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
（
肺
が
ん
検
診
）

検
診
場
所　
市
民
病
院

実
施
期
間　
6
月
～
8
月

費
用　
無
料
（
所
定
検
査
以
外
は
自
己
負

担
あ
り
）

申
込
期
限　
6
月
30
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
5
）

　
５
月
は
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

付
月
で
す
。納
期
限
は
５
月
31
日
㈫
で
す
。

医
療
用
補
正
具
の
購
入
費
を
補
助

ペ
ッ
ト
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
の
検
討
を

　
口
腔
機
能
の
低
下
を
防
ぎ
、
肺
炎
等
の

疾
患
の
予
防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
口
腔
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

実
施
場
所　
羽
島
市
・
岐
南
町
・
笠
松
町

の
健
診
実
施
歯
科
医
院（
受
診
券
に
記
載
）

※
歯
科
医
院
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
自
宅
等
で
受
診
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
６
月
１
日
～
令
和
5
年
２
月

28
日（
実
施
歯
科
医
院
の
診
療
日
に
限
る
）

料
金　
３
０
０
円

受
診
方
法　
歯
科
医
院
に
予
約
の
上
、
受

診
券
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
受
診

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
後
期
高
齢

者
医
療
係
（
内
線
２
２
６
７
）

　
田
植
え
の
時
期
が
近
づ
き
、
用
水
の
通

水
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
の
事
故
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
羽
島
用
水
管
内
の
配
水
日
程
は
、
羽
島

用
水
総
代
ま
た
は
農
事
改
良
組
合
長
に
、

桑
原
用
水
管
内
の
配
水
日
程
は
、
南
部
か

ん
が
い
事
業
運
営
委
員
ま
た
は
農
事
改
良

組
合
長
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

通
水
期
間　
羽
島
用
水
管
内
＝
３
月
下
旬

ま
で
▽
桑
原
用
水
管
内
＝
５
月
30
日
～
10

月
中
旬

問
い
合
わ
せ
先　
農
政
課
（
内
線
２
６
５

1
）

　
4
月
1
日
か
ら
市
南
部
か
ん
が
い
事
業

区
域
の
農
地
転
用
に
か
か
る
転
用
負
担
金

を
改
定
し
ま
し
た
。

該
当
区
域　
竹
鼻
町
の
一
部
、福
寿
町（
一

部
を
除
く
）、江
吉
良
町
（
一
部
を
除
く
）、

舟
橋
町
、
堀
津
町
、
上
中
町
（
一
部
を
除

く
）、下
中
町
、桑
原
町
（
西
小
薮
を
除
く
）

転
用
負
担
金（
1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
）

改
定
前　
18
円

改
定
後　
１
３
３
・
1
円

問
い
合
わ
せ
先　
農
政
課
（
内
線
２
6
５

２
）

　
６
月
か
ら
児
童
手
当
の
制
度
が
一
部
変

更
さ
れ
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に

　
毎
年
6
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

し
た
が
、
児
童
の
養
育
状
況
が
変
わ
っ
て

い
な
け
れ
ば
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要

に
な
り
ま
し
た
。
現
況
届
の
提
出
が
必
要

な
人
に
は
様
式
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期

限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
上
限
限
度
額
が
設
定
さ
れ
ま
す

　
児
童
を
養
育
す
る
人
の
所
得
が
一
定
以

上
の
場
合
、
6
月
分
（
令
和
4
年
10
月
支

給
分
）
か
ら
児
童
手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
所
得
上
限
限
度
額
等
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

2
６
５
）

　
市
内
に
住
所
か
事
業
所
が
あ
り
、
1
年

以
上
継
続
し
て
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る

中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の

資
金
を
融
資
し
ま
す
。
※
小
口
融
資
の
新

規
申
し
込
み
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

融
資
限
度
額　
１
２
０
０
万
円

年
利
率　
０
・
75
％

利
子
補
給　
無
し

保
証
料　
０
・
45
～
1
・
9
％
（
返
済
後

に
全
額
助
成
）

返
済
期
間　

10
年
以
内
（
運
転
資
金
は
5

年
以
内
）

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
（
内
線
2

６
１
３
）

　
令
和
3
年
度
、
書
き
損
じ
は
が
き
８
５

２
枚
等
が
集
ま
り
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
に
３
万
９
９
５
２
円
を
寄
付
し
ま
し

た
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２
３
１
２
）

　
小
児
が
ん
治
療
で
造
血
幹
細
胞
の
移
植

（
骨
髄
移
植
等
）
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
定
期
の
予
防
接
種
で
得
た
免
疫
が
低

下
し
、
予
防
接
種
の
再
接
種
が
必
要
と

な
っ
た
人
に
再
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

行
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
人

・ 

再
接
種
を
受
け
る
日
、
申
請
日
に
羽
島

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人

・ 

造
血
幹
細
胞
の
移
植
（
骨
髄
移
植
等
）

に
よ
り
再
接
種
が
必
要
で
あ
る
と
医
師

が
認
め
る
人

・ 

接
種
済
み
の
定
期
予
防
接
種
の
接
種
回

数
・
接
種
間
隔
が
、
予
防
接
種
実
施
規

則
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・ 

被
接
種
者
・
保
護
者
が
他
の
地
方
公
共

団
体
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

助
成
金
額　

予
防
接
種
に
要
し
た
費
用

（
再
接
種
し
た
年
度
に
お
け
る
羽
島
市
の

同
一
予
防
接
種
の
委
託
料
単
価
が
上
限
）

申
請
方
法　
再
接
種
を
行
う
前
に
必
要
書

類
を
持
参
し
、
子
育
て
・
健
幸
課
へ
申
請

（
対
象
と
な
る
か
迷
う
場
合
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
5
）

石
綿
検
診
の
案
内

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5 月 8 日 ( 日 )・22 日 ( 日 ) 午前 8 時 30 分～正午 ( 市民課・保険年金課・税務課・収納課 )今月の休日窓口業務
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田
植
え
用
水　

通
水
開
始

14

農
地
転
用
負
担
金
の
改
定

は
し
ま
・
さ
わ
や
か
口
腔
健
診

書
き
損
じ
は
が
き
４
万
円
分
を

日
本
ユ
ネ
ス
コ
に
寄
付

税
・
料
の
納
付

 

二は

た

ち
十
歳
の
つ
ど
い 

記
念
式
典

児
童
手
当
制
度
の
改
正

羽
島
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
融
資

期日 活動課題・内容

6 月 開校式（市福祉ふれあい会館）
7 月 環境問題に関する管外研修（アクアトト・ぎふ）
8 月 小物づくり
9 月 岐阜地区生活学校交流研修会（各務原市）

10 月
環境問題に関する管外研修（丸山ダム）
ふるさとづくり運動岐阜県大会（岐阜市）

11 月 食品ロス削減・エコクッキング
12 月 伝統文化継承　しめ縄づくり

令和 5 年 1 月 健康づくり　健康体操
2 月 閉校式

羽島中央生活学校の参加者募集

　私たちの身の回りにあるテーマを取り上げて学習します。
安心・安全な暮らしについて一緒に考えませんか。

※活動内容は変更になる場合があります。
場所　市福祉ふれあい会館、市内コミュニティセンター等
年会費　1,000 円
申込期限　5 月 20 日（金）
申し込み・問い合わせ先　羽島中央生活学校事務局
　　　　　　　　　　　　（市民協働課内・内線 2312）

小
児
が
ん
患
者
ワ
ク
チ
ン

再
接
種
費
用
を
助
成

パブリックコメント
結果公表

公表案件
第2期羽島市「食の地産地
消推進計画」（案）
意見募集期間
2 月 1 日～ 3 月 2 日
意見数　2 件
問い合わせ先
農政課（内線 2641）



健康診査
（検診）名 内容 対象者

（市内に住民票がある人に限る） 実施期間 受診方法 費用

骨粗しょう症
検診

・問診
・骨量測定
・結果説明

以下の年齢に該当する女性
・40歳（昭和56年4月1日～57年3月31日生まれ）
・45歳（昭和51年4月1日～52年3月31日生まれ）
・50歳（昭和46年4月1日～47年3月31日生まれ）
・55歳（昭和41年4月1日～42年3月31日生まれ）
・60歳（昭和36年4月1日～37年3月31日生まれ）
・65歳（昭和31年4月1日～32年3月31日生まれ）
・70歳（昭和26年4月1日～27年3月31日生まれ）

６月1日
～

12月31日

受診券を持参
の上、実施医療
機関を受診

CXD法、DIP法、
SXA法、DXA法、

pQCT法
700円

超音波法
600円

DXA法（腰椎）
1,000円

肝炎ウイルス
検診

・問診
・血液検査
・結果説明

40歳以上（昭和57年3月31日以前の生まれ）で
過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがない人

受診券を持参
の上、実施医
療機関を受診

（41歳以上の
人は12月16日

（金）までに子
育て・健幸課へ
申し込む。40
歳の人は申し
込み不要）

HCV抗体検査・
HBs抗原検査

1,000円

HCV抗体検査のみ
900円

HBs抗原検査のみ
800円

青壮年期
歯科健康診査

・問診
・歯の状態
・歯肉の状態
・口腔粘膜の状態
・歯口清掃状態
・歯石付着状態
・歯科保健指導
・口腔機能評価
（60・65・70歳）

以下の年齢に該当する人
・20歳（平成14年4月2日～15年4月1日生まれ）
・30歳（平成4年4月2日～5年4月1日生まれ）

6月1日
～

令和5年
2月28日

歯科医院に電話
予約の上、受診
券を持参し受診

500円
成人歯科
健康診査

・40歳（昭和56年4月1日～57年3月31日生まれ）
・45歳（昭和51年4月1日～52年3月31日生まれ）
・50歳（昭和46年4月1日～47年3月31日生まれ）
・55歳（昭和41年4月1日～42年3月31日生まれ）
・60歳（昭和36年4月1日～37年3月31日生まれ）
・65歳（昭和31年4月1日～32年3月31日生まれ）
・70歳（昭和26年4月1日～27年3月31日生まれ）
※ただし、自分の歯が1本以上ある人

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員

●
人
員
＝
２
人　
●
資
格
＝
市
内

に
１
年
以
上
居
住
し
、
平
日
昼
間

の
会
議
に
参
加
で
き
、
他
の
付
属

機
関
等
の
委
員・市
議
会
議
員・市

職
員
で
な
い
20
歳
以
上
の
人　
●

任
期
＝
６
月
１
日
～
令
和
６
年
５

月
31
日　
●
報
酬
＝
１
回
の
出
席

に
つ
き
６
０
０
０
円　
●
応
募
期

間
＝
５
月
１
日
～
20
日　
●
詳
し

く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
内
線

６
１
３
８
）
へ

●
内
容
＝
資
源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
の
管
理
運
営　
●
人
員
＝
１
人　

●
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

４
時（
曜
日
に
よ
る
）　
●
期
間
＝

６
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日　

●
申
し
込
み
方
法
＝
５
月
18
日
㈬

ま
で
に
履
歴
書
を
提
出　
●
詳
し

く
は
、
環
境
事
業
課
（
内
線
２
１

９
２
）
へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
定
員
＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
10
組　
●
日
時
＝
５
月

19
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
11
時
15

分　
●
場
所
＝
資
源
物
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円　
●
申
込

期
限
＝
５
月
16
日
㈪　

※
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

◇
開
館
＝
午
前
10
時
～
午
後
6
時

◇
休
館
日
＝
５
月
2
日
㈪
・
6
日

㈮
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・

30
日
㈪
・
31
日
㈫
、
６
月
6
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

企
画
展
「
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
応
援
映

画
ポ
ス
タ
ー
」
展

●
期
間
＝
６
月
19
日
㈰
ま
で

映
画
の
集
い
「
丹
下
左
膳　

飛
燕

居
合
斬
り
」

●
日
時
＝
５
月
14
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

※
入
館
料
の
み
で
、
各
上
映
30
人

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
夏
の
畑
、

や
さ
い
語
録
」
福
寿
町　

さ
と
う

ち
ゅ
う
せ
い
さ
ん

●
期
間
＝
５
月
29
日
㈰
ま
で

古
文
書
学
習
会

●
開
催
日
＝
５
月
～
令
和
５
年

３
月
の
第
４
土
曜
日
（
全
11
回
）　

●
要
申
し
込
み
（
途
中
参
加
可
）

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
５
月
6
日
㈮
・
９
日

㈪
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪
、

６
月
6
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

所
蔵
品
展
「
色
彩
の
庭
」

●
期
間
＝
６
月
５
日
㈰
ま
で

関
連
イ
ベ
ン
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

●
日
時
＝
５
月
11
日
㈬
・
22
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
（
要

予
約
）　

●
定
員
＝
各
回
５
人　

●
参
加
費
＝
無
料
（
別
途
入
館
料

が
必
要
）

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
５
月
6
日
㈮
・
９
日

㈪
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪

※
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
、同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎（
３

９
３
）
０
９
５
１
へ

●
日
時
＝
５
月
８
日
㈰
午
前
８
時

30
分
～　
●
場
所
＝
長
良
川
羽
島

防
災
船
着
場　
●
詳
し
く
は
、
土

木
監
理
課
（
内
線
２
１
１
７
）
へ

　
市
内
で
午
前
０
時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
に
15
分
以
上
継
続
し
て
運

動
を
行
っ
た
人
の
参
加
率
を
自
治

体
で
競
い
ま
す
。

●
日
時
＝
５
月
25
日
㈬
午
前
０
時

～
午
後
９
時　
●
対
象
＝
羽
島
市

に
い
る
人
（
市
民
以
外
に
通
勤

者
・
通
学
者
・
観
光
者
等
も
対
象
）　

●
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

（
内
線
６
１
３
８
）
へ

●
人
員
＝
5
人
予
定
（
20
歳
以
上

の
人
）　

●
委
嘱
期
間
＝
7
月
１

日
～
令
和
5
年
6
月
30
日　
●
応

募
期
間
＝
５
月
9
日
～
13
日　
●

詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省
木
曽
川

上
流
河
川
事
務
所
☎
（
２
５
１
）

１
３
２
６
へ

 

公
募
委
員

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

ガイド
  月の

そ
の
他

5
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催

し

防災行政無線 広報はしま 情報配信サービス
　　防災・火災情報など、防災行政無線の放送内容をメール
で受信したり、電話で最新の放送を聞いたりできます。
メール登録方法（通信料は自己負担）
　右上の 2 次元コードを読み取り、空メールを送信してください。コー
ドが読み取れない場合は、t-hashima@sg-m.jp へメールしてください。
フリーダイヤル　0800（200）8404（通話料無料）
問い合わせ先　 危機管理課（内線 5103）

旧市民プール跡地 活用の提案募集
　旧羽島市民プール跡地を利活用するた
め、都市計画で設定された用途地域の区
分を変更しました。
　企業等への売却手続きを進めるため、
活用方策の提案を募集しています。詳細
は、市ホームページでご確認ください。
問い合わせ先　総合政策課（内線 2344）

募

集

農家が作った野菜のおやつ農家が作った野菜のおやつ  石原農園石原農園（下中町）に（下中町）に認定証認定証
　ミニトマトの施設栽培を行う石原農園に、東海農政局から「六次産
業化・地産地消法に基づく総合化事業計画」の認定証が交付されました。
　石原農園で育てたミニトマトの規格外品を原材料
として、「とまとケーキ」を作り販売する取り組み
が認められました。秋から春にはさつまいもケーキ
も販売する予定です。
問い合わせ先　農政課（内線 2623）
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5 月下旬に受診券を送付
♨今月の羽島温泉の休館日　5 月 5 日 ( 木 )・16 日 ( 月 )・25 日 ( 水 )

 

国
際
交
流
協
会
の
催
し

 

図
書
館

 

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

水
防
演
習

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
２
２

 

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

健康診査・検診を実施
　健康診査・検診を下表のとおり実施します。対象者に受診券
を送付しますので、実施医療機関、費用、受診方法を確認の上
受診してください。受診券がないと受けられません。

注意事項
・各健康診査・検診は、1人1回のみ受診できます。受診券は送付された本人のみ利用できます。
・自身の体調や周囲の状況をじゅうぶんに考慮した上で受診してください。
・生活保護世帯の人は無料です。検診を受ける前に必ず子育て・健幸課へご連絡ください。（各健康診査・検診終了日の1カ月前まで）
・令和4年3月31日時点で40歳以上5歳刻みの年齢に達する人は肝炎ウイルス検診の費用が無料になります。
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線5305）

 

会
計
年
度
任
用
職
員



日時　7 月 17 日 (日)　開演 午後 2 時～
入場料  全席指定席 500 円（当日同額・税込・3 歳以上有料）
チケット発売日　電話予約　5 月 14 日（土）午前 9 時～
　　　　　　　　来館販売　5 月 15 日（日）午前 9 時～

　ピアノ「ベーゼンドルファー」をホールで弾いてみま
せんか。
日時　5 月 28 日 (土)　 午前10時～、11 時～、
　　　午後 1 時 30 分～、2 時 30 分～、3 時 30 分～
参加費  2,000 円（１組１枠（50 分）まで）
対象　小学生以上（その他、利用条件有り）
申し込み　電話申し込み　5 月 7 日（土）午前 9 時～
　　　　　来館申し込み　5 月 7 日（土）午後 1 時～
　　　　　（先着順）

日時　5 月 28 日（土）午後0 時 10 分～
出演　N.J.Q（ジャズ・ボサノバ等）

information+

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。

相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp/

問い合わせ先　市民総合相談室（内線 2532）

岐阜連携都市圏を知ろう！ 　「いつでも、誰でも利用できる芝生
を中心とした広場」をコンセプトに、
瑞穂市に新たなランドマークが誕生し
ました。
　市のキャラクター「かきりん」がいっ
ぱいの遊具やドームシェルター、広大
な芝生広場、ウオーキングコース、ゲー
トボール場など、子どもからお年寄り
まで楽しめる魅力ある広場です。
　隣には子ども図書館である瑞穂市図書館分館もあります。
ぜひお越しください。
※芝生広場は6月に開放
場所　瑞穂市大月1276番地
問い合わせ先　瑞穂市教育委員会生涯学習課
　　　　　　　☎（327）2117

ぎふ羽島吹奏楽団（文化センター所属）

第 19 回定期演奏会
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休館日 5月6日（金）・10日（火）・17日（火）・24日（火）・31日（火）

種別 相談日 時間
行政相談 6 月 2 日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 5 月11日・27 日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 6 月 6 日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制）

5 月 6 日・20 日、
6 月 3 日 13：00~16：00

人権相談 5 月12 日 13：00~15：00

特設人権相談 6 月1日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 6 月1日 13：00~16：00

不動産相談
（予約制） 5 月18 日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 5 月 25 日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 5 月17 日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

ランチタイムコンサート

サンコーパレットパーク

　活力と魅力あふれる圏域づくりに取り組
むため、岐阜市とその周辺市町（山県市・
瑞穂市・本巣市・岐南町・笠松町・北方
町・羽島市）で「岐阜連携都市圏」を形成
しています。今月から、広報はしまで各市
町を紹介していきます。

瑞 穂 市

新・ホールでピアノ

4 月 3 日にオープン

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　
30
歳
未
満
の
男
性
7
人
に
1
人
、
女
性
10

人
に
1
人
が
「
数
年
以
内
に
辞
め
た
い
」
と

回
答
。
内
閣
人
事
局
が
、
国
家
公
務
員
を
対

象
に
行
っ
た
意
識
調
査
に
お
い
て
、
若
手
職

員
の
就
業
意
識
の
結
果
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　
大
学
生
の
企
業
選
択
に
お
い
て
も
、
意
識

の
変
化
が
表
れ
て
い
ま
す
。令
和
3
年
11
月
、

マ
イ
ナ
ビ
が
実
施
し
た
２
０
２
３
年
卒
業
予

定
の
大
学
生
、
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
調

査
で
は
「
入
社
す
る
会
社
で
何
年
く
ら
い
働

き
た
い
か
」
と
い
う
問
い
に
、
40
％
が
10
年

未
満
と
回
答
。定
年
ま
で
と
回
答
し
た
31
％
、

10
年
以
上
と
回
答
し
た
29
％
を
上
回
り
ま
し

た
。
就
活
時
点
か
ら
、
4
割
の
学
生
が
早
期

転
職
を
意
識
し
て
い
る
の
で
す
。
就
職
先
と

し
て
企
業
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
1
位
が

「
安
定
性
」
で
67
％
、
2
位
が
「
働
き
や
す

そ
う
な
職
場
環
境
」
で
65
％
。
3
位
が
60
％

で
「
福
利
厚
生
の
充
実
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
企
業
の
安
定
性
を
就
職
先
の
第
一
理
由
と

し
な
が
ら
、
早
期
転
職
を
予
定
し
て
い
る
。

一
見
、
論
理
矛
盾
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
考
え
方
で
は
「
安
定
性
」
は
「
大

企
業
志
向
」と
捉
え
が
ち
で
し
た
。
し
か
し
、

今
の
学
生
世
代
に
と
っ
て
は
「
大
企
業
だ
か

ら
安
定
し
て
い
る
」
の
で
は
な
く
「
自
分
自

身
が
安
定
で
き
る
」
企
業
を
選
ぶ
傾
向
が
強

い
の
で
す
。

　
「
自
分
が
勤
め
る
5
年
か
10
年
、
就
職
し

た
企
業
が
安
定
し
て
い
れ
ば
良
い
」と
い
う
、

従
来
の
年
功
序
列
や
終
身
雇
用
と
は
異
な
っ

た
志
向
へ
の
変
化
。
企
業
主
体
の
働
き
方
か

ら
、「
個
」
を
主
体
と
し
た
や
り
が
い
の
あ

る
働
き
方
に
価
値
を
求
め
る
の
が
、
現
代
の

若
者
意
識
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
総
務
省
で
は
令
和
元
年
度
か
ら
、
地
方
公

共
団
体
の
定
員
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
研

究
会
を
発
足
。Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
し
た
、

ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
創
設
。
人
口
減
少
や
高

齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
２
０
４
０
年
ま
で
に

想
定
さ
れ
る
行
政
課
題
へ
の
対
応
方
針
等
を

検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
羽
島
市
が

掲
げ
る
財
政
の
安
定
化
と
機
軸
を
同
じ
く
し

た
、
将
来
を
見
据
え
た
「
地
方
自
治
体
の
健

全
化
」
で
す
。

　
近
年
、
地
方
自
治
体
が
直
接
行
う
業
務
の

縮
小
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
業
務
効
率
の

改
善
が
、
当
初
の
計
画
通
り
に
進
ま
な
く
な

り
、
人
員
不
足
が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
治
体
に
よ
る
社
会
保
障
分
野
の

業
務
量
が
、
想
定
以
上
に
増
加
し
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
ま
す
。地
方
自
治
体
に
お
い
て
、

公
務
員
の
必
要
数
の
減
少
ペ
ー
ス
よ
り
、
公

務
員
志
望
者
の
減
少
ペ
ー
ス
が
上
回
っ
て
い

る
こ
と
も
、
人
員
不
足
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　
同
研
究
の
推
計
で
は
、
公
務
員
数
の
充
足

率
は
、
２
０
４
５
年
に
は
大
規
模
自
治
体
で

8
割
。
小
規
模
自
治
体
で
は
7
割
以
下
に
低

下
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
羽
島
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
多
種
多
様
な
職
員
採
用
募

集
枠
を
設
け
、
育
児
に
関
わ
る
女
性
の
採
用

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

は
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
自
治
体
連
携
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
、
専
門
人
材
の
確
保
・

育
成
等
を
進
め
、
適
正
な
定
員
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

第
92
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

「
公
務
員
の
定
数
確
保
に
課
題
」



期日 医療機関 ( 医科・歯科 )

5 月 1 日
(日)

河合胃腸科クリニック（竹鼻町）
☎（392）5118

正木伊藤歯科（正木町）
☎（391）3112

5 月 3 日
( 火 )

かわむら内科胃腸科（舟橋町）
☎（392）2281

𠮷田歯科医院（舟橋町）
☎（260）7000

5 月 4 日
( 水 )

丸の内クリニック（竹鼻町）
☎（393）0765

わたなべ歯科クリニック（竹鼻町）
☎（393）1184

5 月 5 日
( 木 )

黒田医院（桑原町）
☎（398）8201

浅野歯科（竹鼻町）
☎（392）9222

5 月 8 日
(日)

さの内科クリニック（小熊町）
☎（391）8802

丸栄歯科（竹鼻町）
☎（391）2488

5 月 15 日
(日)

天外メンタルクリニック（福寿町）
☎（392）1502

丸の内歯科医院（竹鼻町）
☎（322）6220

5 月 22 日
(日)

田中整形外科（正木町）
☎（391）8555

南谷歯科医院（小熊町）
☎（392）8848

5 月 29 日
(日)

丹菊整形外科（小熊町）
☎（391）1411

みのる歯科（福寿町）
☎（391）1082

6 月 5 日
(日)

ながき内科クリニック（舟橋町）
☎（393）0077

𠮷田歯科医院（舟橋町）
☎（260）7000

父：廣瀬　隆さん　母：祐加里さん　〔堀津町〕

（
３
歳
５
カ
月
）

応募はコチラ 父：河合大樹さん　母：麻奈さん　〔正木町〕

（
１
歳
０
カ
月
）

５月 保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
保健センター（内線 5305・5306）

診療時間
午前9時～午後2時

行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】 5 月 12 日( 木 )・24 日(火) 9：00 ～ 11：30

（受付）

離乳食教室（初中期）
【5 カ月前後の児】 5 月 17 日( 火 ) 9：45 ～ 10：00

（受付）

はみがき教室と
フッ化物塗布

【元年 11 月・2 年 5 月生まれ】
5 月 26 日( 木 ) 9：50 ～ 11：05

（受付）

健康相談 随時 8：30 ～ 17：15

精神保健（こころ）の相談 5 月 10 日( 火 ) 13：30 ～ 15：30

胃がん検診
（医療機関委託）

【50 歳以上】

令和 5 年 2 月 28 日(火)
まで

実施医療機関の診療
時間内です。

実施医療機関はホー
ムページで確認また
は保健センターへお
問い合わせください。

大腸がん検診
（医療機関委託）

【40 歳以上】

子宮頸がん・体がん検診
（医療機関委託）

【20 歳以上の女性】

※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。
※ 各がん検診は年度で1回受診できます。生活保護世帯の人は無料のため、

検診を受ける前に保健センターに連絡してください。

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診
　してください。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40 分）　交付場所・予約先　保健センター（内線 5305・5306）

■人口 66,920 人（－ 321）・男 32,956 人・女 33,964 人
■世帯数 27,174 世帯（＋ 179） 令和 4 年 4 月 1 日現在
※（　）は前年同月との比較

羽島市の最新情報
SNS でチェック！ F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook T

ツ イ ッ タ ー
witter I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram
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特定のがん検診で使用できる無料クーポンを送付
対象者はクーポン券が届いてから受診してください。
対象者　子宮頸がん検診　平成 13 年 4 月 2 日～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　14 年 4 月 1 日生まれの女性
　　　　乳がん検診　　　昭和 56 年 4 月 2 日～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　57 年 4 月 1 日生まれの女性


